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決算のポイント

年度第 半期（ ）

■売上高・営業利益
売上高 １,１２９億円 （09/2Q対比 110%）、営業利益 ７１億円 （09/2Q対比 +61億円）

販売数量および稼働増の効果により 売上 利益とも順調に推移

09年度第3四半期（09/10-12）

販売数量および稼働増の効果により、売上・利益とも順調に推移

■需要動向

エレクトロニクス関連 ： 液晶、半導体向けなど、旺盛な需要が持続、堅調に推移関 液 、 導体 、 需要 続、 推
自動車関連分野 ： 国内外ともに３Q後半にかけ回復が鮮明となり、数量ベースで増加基調
産業インフラ分野 ： 設備投資抑制の影響が残るものの、FA向けなど一部製品は回復傾向に

■セグメント別動向（売上高・営業利益）
高級金属製品セグメント ： 売上高506億円（09/2Q対比108%）、営業利益39億円（09/2Q対比+39億円）

電子･情報部品セグメント ： 〃 271億円（09/2Q対比112%）、 〃 29億円（09/2Q対比+21億円）

高級機能部品セグメント ： 〃 380億円（09/2Q対比113%）、 〃 25億円（09/2Q対比+16億円）

自動車・エレクトロニクス関連は順調に推移しており、工具鋼をはじめとする一部製品の在庫調整も

09年度見込

年度末にかけ完了に向かう見込み。現在の趨勢に大きな変化はないと見込むが、設備投資関連の

需要回復遅れの影響などもあり、年度見込は売上高・利益とも予想を据え置く。

２



２００９年度連結業績要約２００９年度連結業績要約

２００７年度 ２００８年度 ２００９年度

１Ｑ ２Q ３Q 年度 １Ｑ ２Q ３Q 年度 １Ｑ ２Q ３Q 年度

（単位：億円）

実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 実 績 （予想）

売 上 高 １,７２４ 1,７３９ １,８１１ ７,０１１ １,７５６ １,７８１ １,４３０ ５,９０７ ９２５ １,０２８ １,１２９
09/2Q比 110%

４,４００
08年度比 74%

営業利益 １２５ １４１ １７６ ５９７ １５４ １４３ ３２ １５１ △４５ １０ ７１ １００
09/2Q比 ＋61 08年度比 △51

経常利益 １３５ １１５ １７６ ５４４ １７４ １２３ △３ １０２ △５５ △６ ６４
09/2Q比 ＋70

６５
08年度比 △37

（特別損益） ３６ △４２ △０ △３０ △０ △０ △４３ △１０４ △１ △２５ △３ △４０
09/2Q比 ＋22 08年度比 ＋64

税前利益 １７１ ７３ １７６ ５１４ １７４ １２３ △４６ △２ △５６ △３１ ６１
09/2Q比 ＋92

２５
08年度比 ＋27

当期純利益 ８６ ４０ ９８ ２７０ ８７ ６６ △５７ △３０ △３７ △２０ ２８
/ 比 ＋

１０
年度比 ＋09/2Q比 ＋48 08年度比 ＋40

設備投資額 １５６ １０２ ９７ ４９３ ８２ １１５ １１０ ４３８ ５２ ３４ ３２
09/2Q比 △2

１９８
08年度比 △240

減価償却費 ７３ ６７ ７９ ２９４ ７５ ７８ ８１ ３１８ ７４ ７５ ７８
09/2Q比 ＋3

３０７
08年度比 △1109/2Q比 ＋3 08年度比 △11

研究開発費 ３１ ３６ ３２ １３３ ３３ ３４ ３１ １３１ ２４ ２６ ２７
09/2Q比 ＋1

１０８
08年度比 △23

３
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２００９年度第３四半期業績２００９年度第３四半期業績

売上高 １１２９億円 / 比 （ / 比 ）
０９/３Ｑ

（ ）

高級金属製品セグメント ５０６億円 09/2Q比 108％ （08/3Q比77％）
電子・情報部品セグメント ２７１億円 09/2Q比 112％ （08/3Q比82％）
高級機能部品セグメント ３８０億円 09/2Q比 113％ （08/3Q比82％）

売上高 １,１２９億円 09/2Q比 110％ （08/3Q比 79％）

380

（億円）

０９/１Ｑ
（09/4-6） 1,028

売上高

売上高

1,129
０９/２Ｑ
（09/7-9）

（09/10-12）

■高級金属製品セグメント

特殊鋼の電子金属材料は半導体、液晶向けともに好調持続。工具鋼は自動

車向けを中心に回復、４Ｑも堅調に推移する見込み。ロールは在庫調整の影

響を受け需要減少が続いていたが、４Ｑより回復を見込む。

291

336

25

C 高級機能部品

（09/4 6）

売上高 Ｃ

925

営業利益

71
Ｃ

■電子・情報部品セグメント

マグネットは、ＰＣ・家電向けは堅調、自動車向けもＥＰＳ等を中心とした環境

対応関連が堅調に推移。ＦＡ向けも緩やかに回復の兆し。情報部品は円高の

影響を受け計画に対し減少。アモルファス（軟磁性材料）は、中国市場向けが

271

216

242
29

情

C： 高級機能部品

Ｂ
Ｂ

影響を受け計画に対し減少。アモルファス（軟磁性材料）は、中国市場向けが

需要足踏みとなり減少。

■高級機能部品セグメント

自動車用鋳物は、ダクタイル鋳鉄は米国を中心に好調に推移、日本・米国・

韓国とも計画を上回る生産量に。ハーキュナイトは欧州を中心に増加基調。

506

416
469

39

A： 高級金属製品

B： 電子・情報部品

Ａ

営業利益

Ａ

韓国とも計画を上回る生産量に。ハ キュナイトは欧州を中心に増加基調。

アルミホイールは日米ともに好調持続、今後も堅調の見込。配管機器は

設備投資抑制の影響により需要低迷が続く。

△28
0

8

9

A： 高級金属製品

D
△45
営業利益

営業利益

10

D

高級金属製品セグメント ３９億円 09/2Q比 +39億円 （08/3Q比＋35億円）

電子・情報部品セグメント２９億円 09/2Q比+21億円 （08/3Q比＋ 8億円）

高級機能部品セグメント ２５億円 09/2Q比 +16億円 （08/3Q比＋ 8億円）

営業利益 ７１億円 09/2Q比 ＋61億円 （08/3Q比 ＋39億円 ）
△28△19

△26

△5

△22△7
D D
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高級機 部 億

エレクトロニクス分野に加え、自動車関連分野の回復も鮮明となり、販売
数量および稼働増の効果により、09/2Q比で61億円の改善となった。

△5

△11

△3
Ｄ： ｻｰﾋﾞｽ他・消去

４



２００９年度業績予想２００９年度業績予想
２００９年度予想２００８年度実績

1
5,907
売上高

２００９年度予想２００８年度実績

■高級金属製品セグメント

売上高 ４,４００億円 前年度比74％ （予想据え置き）

営業利益 １００億円 前年度比51億円減（予想据え置き）
D

（億円）

1,883

4,400

C： 高級機能部品
■高級金属製品セグメント
売上高 1,900億円 （08年度比72％）

営業利益 36億円 （08年度比△21億円）

■電子・情報部品セグメント
売上高 億円 （ 年度比 ）

売上高

1,373

1,435

B： 電子・情報部品
Ｃ

売上高 1,100億円 （08年度比80％）

営業利益 75億円 （08年度比△18億円）

■高級機能部品セグメント
売上高 1,435億円 （08年度比76％）

1,100

151

A： 高級金属製品 Ｂ

営業利益 51億円 （08年度比+9億円）

■サービス他・全社消去
売上高 △35億円
営業利益 △62億円 営業利益

営業利益

1,900
2,650

93

42

51

151
100

Ａ

営業利益 △62億円

自動車・エレクトロニクス関連分野とも順調に推移しており、

工具鋼をはじめとする一部製品の在庫調整も年度末に Ｃ

営業利益

3657

75

△62△41

かけ完了に向かう見込み。

第４四半期においても、現在の趨勢に大きな変化はないと

見込むが、設備投資関連の需要回復遅れの影響などもあり、

年度見込は売上高 利益とも予想を据え置く
D △35

Ｂ

Ａ
△62△41
ＤＤ： ｻｰﾋﾞｽ他・消去

５

年度見込は売上高・利益とも予想を据え置く。
D △35
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連結Ｂ／Ｓ残高連結Ｂ／Ｓ残高

09/3末比増減 △１５５億円

335
4215000

現預金等

億円

５，１４７ ５，１４７
５，３０２５，３０２

資 産 負債・純資産

86

09/3末比増減 △１５５億円
D/Eレシオ ０．９６

1,7931,901
借入金

710
810

421

4000

売掛
債権

＋86

＋100
△108

・社債
1,000

238

849

4000
棚卸
資産

その他

△151

1,2881,255 その他
負債

少数株主2 0262 160

238
2003000

有形
固定

△38

△134

＋33

その他
流動資産

純資産 ２,１４６ 純資産 ２,０６６
49

2 097

46
少数株主
持分ほか

株主

2,0262,160
2000

固定
資産

△134
△3

2,097
2,020株主

資本

859 841

1000

無形固定資産
　・投資等 △18

△77

09/3末 09/12末 ６

(468) (447)
0

09/3末 09/12末

うち
のれん
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連結キャッシュ・フロー連結キャッシュ・フロー
（億円）

科 目
08年度

第3四半期累計
09年度

第3四半期累計

現金及び現金同等物期首残高 ４７８ ３３５現金及び現金同等物期首残高 ４７８ ３３５

税金等調整前当期利益 ２５１ △２６

減 価 償 却 費 ２３４ ２２７減 価 償 却 費 ２３４ ２２７

設 備 投 資 △３０７ △１１８

そ の 他 △１７９ １６８

フリーキャッシュ・フロー △１ ２５１

借入金・社債の増減 △２ △９６

配 当 金 支 払 他 △７７ △６４

ネットキャッシュ・フロー △８０ ９１

為替換算差額他 △３３ △５替換算 額他

現金及び現金同等物期末残高 ３６５ ４２１
（注）設備投資は検収ベース、08年度は受取利息・配当、支払利息組替後 ７
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（参考）各セグメントの事業構成（参考）各セグメントの事業構成

高級金属製品 電子・情報部品

特殊鋼 パ ＮＥＯＭＡＸカンパニ

ロールカンパニー 情報部品カンパニー

特殊鋼カンパニー ＮＥＯＭＡＸカンパニー

ルカン

日立ツールグループ 軟磁性材料カンパニー

高級機能部品 サービス他

自動車機器カンパニー

配管機器カンパ

販売・サービス会社

配管機器カンパニー

日立機材グループ

その他製造会社

８
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本資料に掲載されている情報のうち業績予想、事業計画および配当予想等の歴史的事実以外のものは、各資料の
作成時点において 予想を行うために合理的であると判断した一定の前提および仮定に基づいており 内在する仮作成時点において、予想を行うために合理的であると判断した一定の前提および仮定に基づいており、内在する仮
定および状況の変化等により、実際の業績と異なる可能性があります。その要因となるもの主なものは次のとおりで
す。
・主要市場（特に日本、米国、アジア、欧州）における経済状況および各種規制
・急激な技術変化・急激な技術変化
・競争優位性および新技術・新製品の開発・事業化を実現する当社および子会社の能力
・製品市場、製品市況の変動
・為替相場の変動
・国際商品市況の変動・国際商品市況の変動
・資金調達環境
・製品需給、製品市況、為替相場および国際商品市況等の変動に対応する当社および子会社の能力
・自社特許の保護および他社特許の利用の確保
・製品開発等における他社との提携関係・製品開発等における他社との提携関係
・日本の株式相場の変動
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